
（
９
月
14
日
）

平
成
30
年
9
月
会
議

一
般
質
問

  2018年12月  4

【
牧
田
俊
一
議
員
】

★
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
①
災
害
地

図
と
も
呼
ば
れ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周

知
方
法
と
理
解
度
向
上
の
取
り
組
み
は
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
改
訂
版

を
昨
年
12
月
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
県

が
調
査
中
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
指
定
箇
所
は
、
今
後
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
掲
載
し
周
知
を
図
り
、
講
演
会
や

出
前
講
座
等
で
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
ま
す
。

②
今
回
の
災
害
発
生
か
ら
得
た
教
訓
を

基
に
、
町
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

　

的
確
な
避
難
情
報
の
発
令
が
行
え
る

よ
う
努
め
、７
月
豪
雨
で
は
消
防
団
員

が
各
戸
を
ま
わ
り
、避
難
を
促
す
等
の

多
大
な
協
力
を
得
た
こ
と
か
ら
、今
後

は
要
配
慮
者
等
の
避
難
所
へ
の
誘
導
を

消
防
団
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
要
支
援
者

の
避
難
先
や
介
助
者
を
事
前
に
決
め
て

お
く
「
個
別
計
画
」
の
策
定
は
。

　

今
年
度
整
備
す
る「
避
難
行
動
要
支

援
者
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
活
用
し
策
定

に
努
め
ま
す
。

★
治
水
計
画
に
つ
い
て
①
河
川
流
下
能

力
向
上
の
取
り
組
み
は
。

★
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
①
災
害
地

図
と
も
呼
ば
れ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周

知
方
法
と
理
解
度
向
上
の
取
り
組
み
は
。

②
今
回
の
災
害
発
生
か
ら
得
た
教
訓
を

基
に
、
町
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

③
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
要
支
援
者

の
避
難
先
や
介
助
者
を
事
前
に
決
め
て

お
く
「
個
別
計
画
」
の
策
定
は
。

★
治
水
計
画
に
つ
い
て
①
河
川
流
下
能

力
向
上
の
取
り
組
み
は
。

　

洪
水
等
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
や

軽
減
、河
川
環
境
の
整
備
、保
全
を
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

②
苫
田
ダ
ム
の
放
流
時
に
、
警
察
や
消

防
署
と
の
連
携
の
現
状
は
。

　

非
常
用
洪
水
吐
か
ら
の
放
流
は
、事

前
に
苫
田
ダ
ム
か
ら
町
や
津
山
警
察
署

へ
通
知
さ
れ
、町
は
こ
の
通
知
を
受
け
、

避
難
勧
告
等
の
発
令
を
判
断
し
、消
防

署
へ
も
連
絡
し
ま
す
。

★
避
難
所
に
つ
い
て
①
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
内
容
は
。

　

平
成
26
年
に
作
成
し
、運
営
に
あ
た
っ

て
の
基
本
事
項
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

②
備
蓄
品
・
備
蓄
量
を
決
め
る
基
準
や
、

季
節
を
問
わ
ず
避
難
者
が
必
要
と
す
る

物
資
の
対
応
は
。

　

基
準
は
３
０
０
人
が
３
日
間
生
活
出

来
る
食
糧
備
蓄
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。今
回
の
豪
雨
で
の
経
験
を
基

に
更
に
検
討
し
、整
備
を
図
り
ま
す
。

③
避
難
所
開
設
時
の
課
題
と
要
望
の
把

握
は
。

　

長
期
滞
在
を
想
定
し
て
の
資
材
整
備

等
の
検
討
や
、食
事
・
生
活
環
境
・
駐
車

場
確
保
等
の
要
望
を
踏
ま
え
た
対
応
で

す
。

②
苫
田
ダ
ム
の
放
流
時
に
、
警
察
や
消

防
署
と
の
連
携
の
現
状
は
。

★
避
難
所
に
つ
い
て
①
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
内
容
は
。

②
備
蓄
品
・
備
蓄
量
を
決
め
る
基
準
や
、

季
節
を
問
わ
ず
避
難
者
が
必
要
と
す
る

物
資
の
対
応
は
。

③
避
難
所
開
設
時
の
課
題
と
要
望
の
把

握
は
。

★
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
町
民
と
の
共
助
を
ど
う
構
築
し

て
い
く
の
か
。

　

自
主
防
災
組
織
設
立
支
援
事
業
の
活

用
、防
災
講
演
会
や
出
前
講
座
の
開
催

等
で
認
識
を
深
め
、防
災
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

【
原 

章
倫
議
員
】

★
基
幹
路
線
の
バ
ス
利
用
に
つ
い
て

①
中
鉄
北
部
バ
ス
が
10
月
１
日
か
ら
減

便
に
な
る
対
応
は
。

　

津
山
・
石
越
線
、津
山
・
奥
津
温
泉
線

は
1
日
あ
た
り
の
乗
車
人
数
が
、国
庫

補
助
金
対
象
の
人
数
に
達
し
て
い
な
い

状
況
か
ら
、９
月
末
を
も
っ
て
補
助
路

線
対
象
外
で
す
が
、今
回
の
減
便
は
１

年
間
の
暫
定
的
な
も
の
で
、代
替
の
足

の
確
保
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

②
今
後
、
県
補
助
も
対
象
か
ら
外
れ
た

場
合
、
町
予
算
を
追
加
し
て
現
状
の
便

数
を
確
保
す
る
か
。

　

中
鉄
北
部
バ
ス
を
含
め
、い
ろ
い
ろ

な
路
線
形
態
を
模
索
し
て
い
る
中
で
、

何
ら
か
の
補
助
金
を
得
た
い
と
思
い
ま

す
。見
直
し
の
中
で
は
、昼
間
の
時
間

帯
は
ご
ん
ご
バ
ス
を
西
循
環
線
と
接
続

し
、今
以
上
の
便
数
を
確
保
し
た
い
考

え
で
す
。

③
高
校
生
の
通
学
等
で
、
町
北
部
か
ら

津
山
主
要
施
設
へ
乗
り
換
え
が
な
い
交

通
機
関
の
必
要
性
が
大
き
い
と
思
う
が
。

　

朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
は
、

乗
り
換
え
な
く
目
的
地
へ
行
け
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

★
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
町
民
と
の
共
助
を
ど
う
構
築
し

て
い
く
の
か
。

★
基
幹
路
線
の
バ
ス
利
用
に
つ
い
て

①
中
鉄
北
部
バ
ス
が
10
月
１
日
か
ら
減

便
に
な
る
対
応
は
。

②
今
後
、
県
補
助
も
対
象
か
ら
外
れ
た

場
合
、
町
予
算
を
追
加
し
て
現
状
の
便

数
を
確
保
す
る
か
。

③
高
校
生
の
通
学
等
で
、
町
北
部
か
ら

津
山
主
要
施
設
へ
乗
り
換
え
が
な
い
交

通
機
関
の
必
要
性
が
大
き
い
と
思
う
が
。

④
各
路
線
バ
ス
、
公
共
交
通
機
関
の
接

続
が
分
か
り
や
す
い
公
共
交
通
マ
ッ
プ

の
作
成
が
必
要
で
は
。

　

路
線
の
見
直
し
に
伴
い
、利
用
促
進

の
観
点
か
ら
、公
共
交
通
マ
ッ
プ
を
作

成
し
配
付
し
ま
す
。

⑤
町
民
が
ど
の
よ
う
な
公
共
交
通
を
求

め
て
い
る
か
把
握
し
、
見
直
す
転
換
期

に
き
て
い
る
の
で
は
。

　

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
や
中
地
域
ケ
ア
会
議
の
中
で
、地
域

共
助
に
よ
る
移
動
支
援
等
を
検
討
し
て

い
ま
す
。町
と
し
て
計
画
を
固
め
た
時

点
で
協
議
を
行
い
ま
す
が
、一
度
に
全

て
の
再
編
は
困
難
な
た
め
、基
幹
路
線

を
し
っ
か
り
固
め
、次
に
福
祉
バ
ス
の

形
態
を
変
更
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
片
田
八
重
美
議
員
】

★
観
光
資
源
の
充
実
に
つ
い
て
①
町
有

財
産
と
し
て
購
入
し
た
名
勝
奥
津
渓
の

管
理
体
制
と
青
楓
荘
の
活
用
法
は
。

　

担
当
課
は
産
業
観
光
課
で
、清
掃
等

の
維
持
管
理
は
民
間
で
す
。活
用
方
法

は
従
来
と
変
わ
り
な
く
紅
葉
ま
つ
り
等

に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。青
楓
荘
の
活

用
は
検
討
中
で
す
。

②
奥
津
渓
谷
内
に
あ
る
「
奥
津
八
景
」

を
巡
る
の
も
魅
力
だ
が
、
看
板
・
ト
イ

レ
等
の
手
入
れ
を
。

　

修
繕
整
備
等
は
、観
光
協
会
等
の
意

見
・
協
力
を
得
な
が
ら
、状
況
を
み
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

③
名
勝
奥
津
渓
保
存
管
理
計
画
等
の
見

直
し
を
。

④
各
路
線
バ
ス
、
公
共
交
通
機
関
の
接

続
が
分
か
り
や
す
い
公
共
交
通
マ
ッ
プ

の
作
成
が
必
要
で
は
。

⑤
町
民
が
ど
の
よ
う
な
公
共
交
通
を
求

め
て
い
る
か
把
握
し
、
見
直
す
転
換
期

に
き
て
い
る
の
で
は
。

★
観
光
資
源
の
充
実
に
つ
い
て
①
町
有

財
産
と
し
て
購
入
し
た
名
勝
奥
津
渓
の

管
理
体
制
と
青
楓
荘
の
活
用
法
は
。

②
奥
津
渓
谷
内
に
あ
る
「
奥
津
八
景
」

を
巡
る
の
も
魅
力
だ
が
、
看
板
・
ト
イ

レ
等
の
手
入
れ
を
。

③
名
勝
奥
津
渓
保
存
管
理
計
画
等
の
見

直
し
を
。

　

現
時
点
で
は
、新
た
な
計
画
・
委
員

会
等
の
策
定
予
定
は
な
く
、観
光
振
興

対
策
を
進
め
る
う
え
で「
奥
津
渓
」を
利

用
し
た
、観
光
プ
ラ
ン
等
を
地
元
や
町

観
光
協
会
等
と
協
議
し
、今
以
上
に
利

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

★
社
協
寄
附
金
紛
失
事
件
に
つ
い
て

①
寄
附
金
も
公
金
に
な
る
の
で
は
。

　

公
金
と
は
、国
や
地
方
公
共
団
体
の

所
有
に
属
す
る
金
銭
で
、そ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
作
用
を
行
う
に
あ
た

り
、所
持
し
て
い
る
金
銭
で
す
。こ
の
寄

附
金
は
町
へ
の
寄
附
金
で
は
無
く
、鏡

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
附
金
で

す
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
で
独
自
の
真
相
究

明
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
か
。

　

町
長
と
し
て
の
指
示
等
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

【
光
吉 

準
議
員
】

★
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
①
８
月
18
日
の
共
同
通
信
の
記
事
を

ど
う
と
ら
え
る
か
。

　

人
形
峠
セ
ン
タ
ー
か
ら
記
事
の
説
明

も
受
け
、住
民
に
誤
解
が
生
じ
な
い
よ

う
、正
し
い
情
報
の
提
供
を
求
め
ま
し

た
。難
し
い
問
題
を
次
の
世
代
へ
先
送

り
す
る
の
で
は
な
く
、し
っ
か
り
と
議

論
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

②
広
報
か
が
み
の
９
月
号
の
人
形
峠
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
中
で
、
地
域

の
理
解
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

　

人
形
峠
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
説
明
で

は
、「
安
全
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
を
大

前
提
に
、地
域
住
民
の
方
な
ど
の
理
解

★
社
協
寄
附
金
紛
失
事
件
に
つ
い
て

①
寄
附
金
も
公
金
に
な
る
の
で
は
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
で
独
自
の
真
相
究

明
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
か
。

★
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
①
８
月
18
日
の
共
同
通
信
の
記
事
を

ど
う
と
ら
え
る
か
。

②
広
報
か
が
み
の
９
月
号
の
人
形
峠
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
中
で
、
地
域

の
理
解
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。


